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事 務 所 だ よ り  

 
 

平成３０年１０月号 

 

 ～平成 31年 4月から働き方改革関連法が順次施行されます～ 

 

そもそも…「働き方改革」ってなに？？ 

「働き方改革」とは、「一億総活躍社会」を実現するために、働く方々が、

個々の事情に応じた多様で柔軟な働き方を、自分で「選択」できるように

するための改革です。 

 

今回は法改正についての部分をポイント形式で簡単にご紹介します。 

次月号以降は、見直しの内容や具体的な整備方法についてご説明していきます。 

 

 

ポイント１ 時間外労働の上限規制が導入されます！ 

施行：平成 31年 4月 1日～ ※中小企業は平成 32年 4月 1日～ 

 時間外労働の上限について、月 45時間、年 360時間を原則とし、臨時的な特別な事情

がある場合でも年 720時間、単月 100時間未満（休日労働含む）、複数月平均 80時間（休日労働含む）

を限度に設定する必要があります。 

 

ポイント２ 年次有給休暇の確実な取得が必要です！ 

施行：平成 31年 4月 1日～  

使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される全ての労働者に対し、毎年 5日、時季を

指定して有給休暇を与える必要があります。 

 

ポイント３ 正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の不合理な待遇差が禁止されます！ 

施行：平成 32年 4月 1日～ ※中小企業は平成 33年 4月 1日～ 

同一企業内において、正規雇用労働者と非正規雇用労働者（パートタイム労働者、有期雇

用労働者、派遣労働者）の間で、基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が

禁止されます。 

 

～熊本労働局では「くまもと働き方改革宣言」の取組を推進しています～ 
働き方改革の推進には、企業・団体のトップによるコミットメントが重要です。 

地域一体となって働き方改革を進めるため、熊本労働局では、企業・団体のトップが統一様式に

より、宣言を行っていただく 「くまもと働き方改革宣言」の取組を実施しています。賛同いた

だいた宣言については、熊本労働局ホームページに掲載されますので、この機会にいかがでしょ

うか・・・？ 

♪働き方改革全体の推進♪ ①労働時間法制の見直し ②雇用形態に関わらない公正な待遇の確保 
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平平成成 3311 年年 44 月月かからら国国民民年年金金保保険険料料のの産産前前産産後後期期間間のの免免除除制制度度がが始始ままりりまますす！！！！  

次世代育成支援の観点から、国民年金第 1号被保険者が出産を行った際には、出産前後の一定期

間の国民年金保険料が免除される制度が始まります。 

1．国民年金保険料が免除される期間 

出産予定日又は出産日が属する月の前月から 4か月間（以下「産前産後期間」といいま

す。）の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出

産日が属する月の 3か月前から 6か月間の国民年金保険料が免除されます。 

※出産とは、妊娠 85日（4か月）以上の出産をいいます。（死産、流産、早産された方を含みます。） 

2．対象となる方 

「国民年金第 1号被保険者」で出産日が平成 31年 2月 1日以降の方 

♪厚生年金と国民年金の制度ではまだまだ格差がありますので、今後も法改正に期待したいもの

ですね！ 

 

お遍路にて・・・自身を振り返る ～第 141回～ 

 

 藤崎宮例大祭が賑やかな太鼓やラッパ、掛け声とともに、夏を連れ

て走り抜けた、と思いきや、まだまだ陽射しは頑固です。今年の夏は

異常でした。疲れを早く回復させて頂きたいと思います。 

 暑さのせいでもない、年のせいでもない、「言ったつもり」や「言

い間違い」や「聞き間違い」を自覚するようになりました。 

特に、上に立つ方が、「言ったつもり」でおられると部下の方は何

にも言えない、せいぜい「聞いていません」など言うと、輪をかけて

叱責が飛んでくる。こんな経験はありませんか？ 

「ミス簿を付けたら良いですよ」とのアドバイスを素直に受け入れて、「ミ

ス・苦情備忘録」を付けることにしました。言い間違いはもとより、書類の

作成ミスや対応ミス、お客様からの苦情など、自己申告するというものです。

もちろん、役員も管理職もきちんと申告しないと意味が有りません。 

ミスや苦情は、今後に活かすのであれば、最強の教材です。自分で正直に

書き留めることで、自覚を促し自ずと再発防止の方法を考えるものです。他

の方のミスを見ることで、注意力を喚起する効果もあります。 

しかし、正直に申告する環境を作る必要があります。ミス簿を、人事考課や評価の材料にしない、自

ら申告した上で更に叱責せず、お詫びと再発防止策を考える、などです。 

加齢とともに発音機能も衰えるものです。最近、「外郎売」という発声練習をしています。また、「あ

いうべ～」という発声法も取り入れました。口を大きく、縦に「あ～」、横に「い～」、すぼめて「う～」

と首の筋肉をいっぱい引っ張るように発音します。最後に、連れ合いの後ろ姿に「べ～」。 

 

前回紹介しました「働き方関連法」については、セミナーを準備していますので、是非ご

参加をお願いします。 


